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Race in America Fifty Years After Brown
Eric Foner

(Professor, H istory Department, Col u m bia Univers ity)

In the year 2004, the United
States will celebrate the 50th
anniversary of the Supreme Court's

decision in Brown v. Board of Edu-

cation, which declared racial segre-

gation in public schools unconstitu-

tional. The anniversary has already

inspired discussion of how race

relations has evolved in the last

half-century, and how far American

sociery still has to travel to achieve

the goal of an integrated sociefy.

Compared with the situation in
1954, the most dramatic change in
American life in the early 21st cen-

tury is the absence of legal segre-

gation and the presence of blacks

in areas of American life from
which they had once been almost

entirely excluded. In unprecedent-

ed numbers, blacks now work

alongside whites in corporate
board rooms. offices. and factories.

In the year 2000, 37o/o of the black
population had attended college.
The economic boom of the late
1990s aided black Americans enor-
mously; the average income of
black families rose more rapidly

than white. (It began to drop again,

however, when the boom ended.)
Most African-Americans, nonethe-

less, remain in a more precarious

situation than whites or many
recent immigrants. The black
unemployment rate remains double

that of whites, and their median
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family income of $29,000 and
poverty rate of 260lo put them
behind whites, Asians, and Latinos.

Half of all black children live in
poverty, two-thirds are born out of
wedlock, and in every index of
social well-being from health to
quality of housing, blacks continue

to lag. Despite the continued
expansion of the black middle
class, a far lower percentage of
blacks than whites own their
homes or hold professional and

managerial jobs.

Despite the nation's growing
racial diversity, school segregation

- now resr.rlting from pervasive

housing segregation and the divide
between urban and suburban
school districts rather than laws

requiring racial separation - has

increased during the past decade.

Most city public school systems

consist overwhelmingly of minority

students, large numbers of whom
fail to receive an adequate educa-

tion. During the 1990s, the courts

released more and more districts
from desegregation orders. Today,
the nation's black and Latino stu-

dents are more isolated from white

pupils than in 1970. Nearly 80o/o of
white students attend schools
where they encounter few if any

pupils of another race. Since
school funding rests on property

taxes, poor communities continue
to have less to spend on education

than wealthy ones.

One way in which black commu-

nities differ markedly from other
Americans today lies in their
extremely high rate of imprison-
ment. In the 1970s, with urban
crime rates rising, politicians of
both parties sought to convey the

image of being "tough on crime."

They insisted that the judicial sys-

tem should focus on locking up
criminals for long periods rather
than rehabilitating them. During
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the 1990s, thanks to the waning of
the "crack" epidemic and more

eff'ective urban police tactics. crime

rates dropped dramatically across

the country. But because of the

sentencing laws of the Previous
two decades, this did nothing to

stem the increase of the prison
population. Today, it exceeds two

million, ten times the figure of
1970. Several million more individ-

uals are on parole, probation, or
under some other kind of criminal

supervision. These figures dwarf
those of every other western soci-

ety.

Members of racial minorities
experience most strongly the para-

dox of growing islands of unfree-

dom in a nation that prides itself

on liberty. In 1950, whites account-

ed for 70o/o of the nation's prison

population and nonwhites 300/0.

Today, these figures have been

reversed, partly because of the
severe penalties facing those con-

victed of using or selling crack,

common among the urban poor, as

opposed to powder cocaine, the

drug of choice in suburban Ameri-

ca, which leads to far lighter sen-

tences. Over one-quarter of all
black men can expect to serve time

in prison at some time during their
lives.

\(ith 29 states denying the vote

to those on probation and seven

barring ex-felons from voting for
their entire lives, an estimated four

million black men (I3o/o of the
black male population) cannot cast

a ballot. Felony disenfranchisement

- not hanging chads or the pres-

ence of Ralph Nader on the ballot

- was the main reason Al Gore

lost Florida and the last presidential

election.

Overall, despite the civil rights
revolution, the nation has failed to
address the plight of the urban
poor. This is not, of course, simply

a "racial" question, nor are blacks

the only racial minority, or even

the largest, having been surpassed

by Latinos. But given the long his-

tory of racial slavery and segrega-

tion, the status of blacks continues

to pose a special challenge to
American sociefy.

フォーナー氏 巻頭寄稿文
― 抄 訳 ―

公立学校での人種別学撤廃を定め

たブラウン判決後のこの50年の公

民運動の結果、法的差別の撤廃、

専門職への進出、黒人子弟の大学

進学率の増大、黒人中産階級の創

出という成果が見られる一方、大

半の黒人は非常に貧 しい生活を余

儀なくされている。米国社会で人

種の多様性が増大するなか、郊外

化、黒人への住宅制限、人種別学

撤廃政策の緩和に伴い、都市中′しヽ

部の公立学校ではこの10年で人種

分離 とい う逆行現象が生 じた。

1970年以降の厳罰主義を旨とする

法制度強化に伴い黒人コミュニテイ

は深刻な影響を受けた。黒人の服

役率が自人に比 して高 くなったこ

と、また服役囚は自由を失うのみ

ならず、服役後も多くの州で民主

主義の根幹である投票権を停止・

剥奪されるからである。以上の諸

問題は都市貧困層に共通のものだ

が、黒人の蒙ってきた長きにわた

る奴隷制 と人種差別を鑑みれば、

黒人の地位向上は米国社会におい

て達成すべき特別の課題であ り続

けているといえよう。

(松井 領明 )
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「自由」の定義 0再定義の場としてのアメリカ合衆国史
エリック・フォーナー 夏期連続セミナー参カロ記

荒木 和華子

「自由」 1と いう言葉ほど、アメリ

カ社会の歴史全体を根底から力強く突

き動かしてきたものはない。エリッ

ク・フォーナー教授の研究から多くを

学んできたセミナー参加者の大半が、

外交、社会、政治、人種、宗教などの

多分野に日配りの利いた講義と熱のこ

もった語り口に触れ、自由の史的概念

と機能をめぐる、教授の主題の重要性

を再確認することになった。

2003年 7月 28、 29日 の両日にわたり

「19世紀アメリカにおける奴隷制、自

由、奴隷解放」 (Slavcry,Freedom,

and Emancipation in 19th CCntu呼

America)と 題する夏期連続セミナー

が開催された。両日とも大講義室はフ

ォーナー教授の言葉を聞き漏らすまい

とする大学院生を中心とした受講者の

熱気であふれた。初日午前のテーマは

「奴隷制、自由、アメリカ革命 J

(Slavew,Liberty,and the American

Rcvolution)で 、 午後は 「奴隷制と政叉

隷制廃止」 (Slavew and Abolition)、

二日日午前は「南北戦争、奴隷解放、

アメリカの自由の変容」 (The Civil

War,Emancipation,and the Tmns―

formation of American Freedom)、

そして午後は「再建、合衆国における

自由の意味J(Reconstruction and

thc Meaning of Freedoln in the

United States)で 、その後大講義室

にて歓迎レセプションが催された。焦

点は南北戦争前後にありながらも、実

際には約2世紀ものスパンを自由に行

き来しながら事例が引用・参照される

講義は圧巻で、異なる時代を専門とす

る聴衆の興味関心をも惹きつけて離さ

ない。再建史研究の領域を超え、自由

思想をめぐって独自な枠組みの構築を

続けるフォーナー教授の研究蓄積を存

分に堪能することのできる、誠に贅沢

なセミナーであつた。

「なぜアボリショニストが後の社会

運動においてモデルとなったのか」と

の質問に対 して、フオーナー教授は、

変革、平等、自由を定義する効果的な

言葉を創造したからではないかと応答

した。それは、教授が「第二次再建」

とする公民権運動で用いられた言語が

その遺産であり、言葉自体は暴力的で

あっても実際には平和的な行動を戦略

としたことからも推察される。常に

「言葉J(物事の筋道、論理)を尊重・

追究した日本の再建史家、故辻内鏡人

氏の、研究は自らを語る言葉の模索過

程と似ているのではないかという問い

かけが想起された。皮肉にも、歴史上

あまりに多角的に採用されてきた自由

という言葉は、今日、以前にも増して

論理と現実との関係性を不透明にする

ブラックボックスとなってしまったよ

うである。公民権運動を経て自らのア

プローチを練成してきたフォーナー教

授のように、社会の改革をめぐる諸言

語の検討を自らの足元から辿つていく

方途を模索する必要性を改めて痛感し

た。

(あらき わかこ :
一橋大学大学院/フ ロリダ大学大学院)

lフ ォーナー教授によればlibcnyと freedomの両

者は交換可能な用語として認識 使用されてい
る。

/熱心にノートをとる参カロ者

薇
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歓迎― アラン・ケリヒア客員教授

老ぶカロ言己
死、臨終および緩和ケアにおける、社会科学の役割について

アラン・ケリヒア セミナー

古澤 有峰

2003年 11月 26日、オーストラリア、ラト

ローブ大学より、アメリカ太平洋地域研究

センター客員教授 として来日中の、アラ

ン・ケリヒア氏のセミナーが行われた。

"Thc Rolc of thc Social Sciences in

Dcath,IDying and Paniative Care"と 長堕

された講演は、ケリヒア教授の専門分野

である、医療社会学の知見が十三分に生

かされたものとなった。ラトローブ大学保

健学部教授、また終末期医療センター長

を務め、特に死の文化的・社会的意義の

考察についての研究で、母国オーストラリ

アに限らず内外で知られるケリヒア氏の

講演は、実践における知見と理論的研究

とを組み合わせた、厚みのある興味深い

内容であった。

はじめに、オーストラリアにおける医療

社会学者達が、死の臨床研究にどのよう

に関わって来ているのかについての報告

がなされた。まず、死の臨床研究は主に

科学者達というよりも、実際に医療の実践

を行う人達 (医師、医療関係者、看護の

専門家、医療研究者等)によって行われて

来た事が説明された。その理由は、死の

プロセスというのは生物医学的文脈のみ

ならず、社会的な文脈が多く含まれてい

るからであり、死の社会的理解によって、

はじめてケアの社会的モデルが準備さ

れ、提供されるようになるからである。こ

れは、死の臨床研究に関して、理系文系

の垣根を越えた、様々な分野からの興味

および参加が必要な事を示唆しており、

非常に重要な指摘と考えられた。

次に、臨死体験研究の歴史と経緯の説

明がなされた。人間の死生と深く関わる

臨死体験は、宗教やスピリチュアルな領

域とも深い関わりがある事から、西洋社

会においてはニューエイジ運動や東洋宗

教への関心との組み合わせで興味を持た

れる状況が存在する事、またその為に、

臨死体験研究の歴史は常に、科学的な証

明を欲する方向性と、比較文化的視点の

必要性との、二つの間で揺れ動いて来た

が、科学的に私達が知り得る事柄には依

然として限りがある事、また死の臨床研究

の一部としての臨死体験研究は、そのよ

うな状況を踏まえた上で、従来様々な角

度から行われて来ており、それは神経科

学、医学、生物学、生化学など多岐にわ

たっている事、等が説明された。

続けて、このような臨死体験について

の研究が、社会的現実の一側面として、

それぞれ終末期医療や緩和ケアの研究者

および実践者達によって注目されて来た

事、またそこで現れるデイスコースが、ど

のようにそれぞれ公衆衛生や社会福祉政

策に役立つものとなっていくのかについ

て、様々な例と共に説明がなされた。こ

こでは特に、社会医学が治療・,台癒等も

さることながら、予防をより念頭に置いた

コンセプトを持つ事、また初期の介入によ

って害を最小限にする手法や、コミュニテ

イーという視点の重要性等が紹介された。

また、特に緩和医療においては、患者の

ウェルビーングという観点から、従来の社

会的、心理的、身体能力的項目と共に、

現在はその症状への対処、またスピリチ

ュアルな次元が重視されるようになってい

る事等が説明された。

最後に、死の教育の重要性についての

指摘がなされ、また前述の臨死体験から

の生還者達の例を挙げ、死に臨む体験を

した後にこちら側に戻つて来た、そのよう

な人達への心のケアの重要性が説明され

た。実際問題としては、そのような臨死体

験経験者を初めとした、死をめぐる様々

な過酷な体験 (終末期にある患者、重傷

を負った患者、またその家族等 )を した人

達へのケアの市1度は不十分であり、特に

このような人々への、より適切なケアやサ

ポートを供給する為にも、医療関係者に

対する、死に関する臨床的教育の必要性

が指摘された。また死に瀕する人達と、

公衆衛生研究に携わる人々との間の、実

質的なコミュニケーションというのはかな

り限られており、この点についての改善

が、真の意味でのQOLの 向上につなが
る、というのは大変重要な指摘であった。

参加者からの質疑応答の中に、このよ

うな講演を聞いたのは初めてであり、あ

らためて死について語る事のタブーが、

様々な文脈で存在していた事に気付かさ

れた、という意見があったのは象徴的で

あった。おりしも日本においても、死の教

育がどのようになされるべきか、その議論

が様々なところで行われ始めているところ

である。また、同じ東大の本郷キヤンパ

スにおいても現在、COEプ ログラム「死
生学の構築」が立ち上げられ、学際的な

ポジションから人間の生と死についての

議論が活発に行われている。

ケリヒア教授からは、今年は本郷キヤ

ンパスにおいても、そのオーストラリアで

蓄積されて来た実践の知を、様々なシン

ポジウム等で御紹介頂く予定である。生

と死をめぐる問題は、現代の日本社会の

中でますますその重要性を増しており、

その意味でも今回CPASで行われた講演

は、日本における今後の死生学にも一石

を投じうるものとなるのではないだろう

か。関連分野を研究する立場の者として、

そのような予感を持ったセミナーであった。

(ふるさわ ゆみ :

東京大学大学院/COE特任助手 )

/アラン ケリヒア氏 /CPAS客員教授

J



◆ 2003年 10月

いて、アラン

が開かれた。

23日 、CPAS会 議室にお
・ケリヒア教授の歓迎会

左から、能登路雅子 教授 /ステイーヴ オーデイン フルブライト招聘講師
篠儀直子 助手 /遠藤泰生 教授

左から、矢口祐人 助教授

油井 大三郎

研究資料センターの運営委員長を務めて

くださった。当時はセンターの改組が日

程にのぼっており、山本先生は学部全体

との調整などで色々ご苦労されたと伺っ

ているし、実際に改組案の作成にもご協

力くださつただけに、2000年度から現在

のアメリカ太平洋地域研究センターヘの改

組が決定したときには共に喜びを分かち

合ったものであった。

さらに、1998年度から2002年度までの

5年 間は文部省の大型科研費による「米国

太平洋変動」の共同研究において安全保

障班のまとめ役としてご尽力いただき、全

体の牽引車的な役割を呆たしてくださっ

た。その成果は6巻本の形で2004年中に

刊行される予定であるが、その内の1冊

は安全保障班の担当であり、山本先生が

編者を務められている。

こうして山本先生とセンターとの関わり

を振 り返ってみると、改めて感謝の気持

ちで一杯である。本来であれば、国際関

係論課程の重鎮としてのお仕事に専心す

ればよい立場の山本先生が文句一つ言わ

ずにセンターの維持、発展、改組に献身

的にご協力くださったのである。しかも、

アラン ケリヒア 客員教授 /シーラ ホーンズ 助教授 /
油井大三郎 教授 /谷内 達 教授 /石井 明 教授

改組後は2年間CPASに 移籍され、研究年

報『アメリカ太平洋研究』の初代の編集委

員長を務めてくださった。このような献身

は山本先生の人柄の優しさの表れであ

り、改めて頭の下がる思いである。この4

月から山本先生が駒場におられなくなる

と思うと、不安な気持ちであるが、今後

は別な形でセンターを応援してくださると

幸いである。山本先生には健康に留意さ

れ、益々の活躍を期待して、お礼と送別

の言葉にかえる次第である。

(ゆい だいざぶろう:CPASセンター長 )
最終請義をなさる山本吉宣教授

2000年度から2001年度までの2年 間

CPASに所属された山本吉宣先生が今年

度限りで駒場を定年で辞められると伺い、

感慨深いものがある。個人的には、学部、

大学院時代の2年先輩にあたる山本先生

が定年を迎えられたという感慨であり、

いずれ自分もという時の移ろいの早さを

感じさせられるからである。

また、山本先生は1995年度から1997

年度までの3年 間、まだ改組前のアメリカ 宮内智代CPAS助手より花束贈呈

CPAS Newsietter・ Vo:.4 No.2
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山本吉宣先生を送る



スタッフ・エッセイ

ウルムチ紀行
2004年 1月

1         石丼 明 |

2004年 1月、中国新彊ウイグル自治区の

政治的中心、ウルムチ市に出かけた。北

京から飛行機で3時間半。ウルムチが近づ

いてくると、眼下に雪に覆われた天山山脈

が現れる。天山、すなわち天の山とはよく

いったものだ。どう形容すればよいのか迷

うのだが、太陽の光を浴びた嶺々には

神々しさを覚える。

ウルムチとはモンゴル語で「緑の牧場」

という意味だ。しかし、市内ではもはやオ

アシスの面影を探すのはむつかしい。筆

者が新彊に来たのは3回 日、前回からは

10年以上たっているが、高いビルが並び、

中国の他の大都市同様、大気汚染がひど

くなった。

新彊は人口1,905万の内、少数民族が

1,146万、漢族が760万で少数民族の方が

まだ多い(2002年のデータによる)。 少数

民族の内、最も多いのがウイグル族で869

万だ。

驚いたことに、昨年から新彊の各大学

では、ウイグル人教授がウイグル人学生に

ウイグル語で講義することが禁止されてし

まったそうだ。つまり漢語で講義せよ、と

いうことである。中国には外国人留学生の

漢語のレベルを測定するためのHSK(漢

語水平考試)と いうテストがある。古参教

授も、このテストを受けて一定のレベルに

達しないと、教壇に立てなくなったのであ

る。
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これは一例だが、明らかにアメリカで9・

11同 時多発テロ事件が起きた後、少数民

族に対する圧迫が強まっている。9・ 11事

件の後、諸国は国内政治の文脈でテロを

勝手に定義した。ロシアがチェチェンの紛

争を国際テロの一環と主張したように、中

国は新彊の少数民族が独立・自立を求め

て引き起こす暴力事件を国際テロの一環

と主張した。中国当局の発表では、1990

年から2001年の間、テロリストが少なくと

も200件 のテロ事件を起こし、162名が死

亡、440名以上が負傷した、という。ウイグ

ル人を含むトルコ系少数民族は1940年

代、東トルキスタン共和国という独立国を

中国領内に打ち立てたことがある。その再

建を目指す根強い運動があり、中国当局

は力で押さえ込もうとしていた。

アメリカの国内には新彊における人権抑

圧を問題にしていた人達もいたのだが、

2002年、アメリカ政府は「東トルキスタン・

イスラム運動」をテロ組織と認定した。こ

れにより、中国当局は国際的な認知を受

けて、新彊の少数民族の運動に対処でき

るようになった。昨年5月、中国政府は「新

彊の歴史と発展」(いわゆる新彊白書)を

発表し、新彊は前漢(紀元前206-24年 )時

期から、中国という統一的多民族国家の

不可分の構成部分となり始めた、と主張し、

新彊史の再解釈を行った。ウイグル人大

学教授が漢語での授業を迫られるのもこ

うした文化的な圧迫の一環ととらえねばな

らないだろう。

最後に一番シヨックだったこと。ガイドを

してくださったウイグル人女性と街を歩い

ていた時のことだ。ウイグル人の男と彼女

が口論になった。筆者はウイグル語を全く

知らず、後から知ったのだが、その男は

我々の後を付けてきて、筆者に道を聞い

たのだそうだ。筆者は道を尋ねられたこ

とさえわからなかった。彼女はていねい

に道を教えたが、その男の狙いは筆者が

ウイグル人でないことを確認したうえで、異

民族・異宗教の男と並んで歩く若いウイグ

ルの女性を非難することにあつた。彼女の

顔につばを吐き、執拗に罵倒し続け、あ

げくは殴りかかろうとさえした。言羊しくは教

えてくれなかったが、「民族敗類」(民族の

面汚し)と いつた類の言葉を浴びせたそう

だ。彼女にはすっかり辛い思いをさせてし

まった。そういえば、日本留学の経験のあ

る彼女は甘さを抑えた日本のチーズ・ケー

キがおいしい、と言っていた。今度、ウル

ムチを訪れる時は日本のチーズ・ケーキを

持つていこう。「こんにちは」とか「ありがと

うJ位はウイグル語で言えるようにして。

「新彊国際大バザール(市場)」の入□付近

∠ウイグル医学の病院

(いしい あきら:CPAS教授 )
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研究セミナー参加記
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いま述べた対策に共通して言えること

は、これらの対策がすべて、汚染排出源

である企業に対し、経済的視点に基づく

選択の機会を与えるものだということであ

る。いずれの場合においても、企業は汚

染排出量削減のためにかかる技術的コス

トと、規市1対象となることにより生じるコ

ストとを比較して、より利潤性の高いほう

を選ぶことができる。また、これらの対策

を採ることによって政府の側も、汚染基準

を制定するためにかかっていた労力と資

金とを大幅に削減できるほか、以前の方

針を採っていた場合よりも効率よく財源を

確保することが可能となる。したがって、

1990年 頃から現在まで主流となっている

この公害対策方針は、経済的側面にもっ

ぱら注目した、コスト効率を最優先する対

処法であったと言える。

しかしこれらのアプローチはまた、以

下のような問題点を生み出してきた。①

汚染配分の不公平が、低所得者やマイノ

リティのコミュニテイを直撃している。汚

染限界総量を地域単位で指定しているこ

の方針のもとでは、実際のところ集中的

に汚染が生じている箇所が出現せざるを

えず、それらの箇所はほとんどの場合、

そうしたコミュニティのなかに位置してい

る。これらのコミュニテイの住民は、その

消費行動などの理由から、汚染源である

企業の関心をほとんど引くことがない。

かくして公害対策から取り残されたこれ

らのコミュニティは、そのうえ、汚染に関

する情報を充分に得ることもできず、汚染

総量を査定したり汚染回避のために交渉

を行なったりする専門家を雇う資金も持

っていない。②残余している汚染の除去

には莫大なコストがかかるため、かつて

汚染を排出していた工場の跡地には買い

手がつかず、新たに郊外が開発される傾

向がある。そのため中心部には汚染され

た土地が取り残されていくことになる。

こうした状況への対処策としては、まず

何よりも、政策決定に対する市民参加の

機会を拡大せねばならない。その過程の

一環として、低所得者やマイノリティのコミ

ュニテイが集中的な損害をこうむらないよ

う、市民に対する情報開示を徹底するこ

と。そして、コミュニティがその経済力の

いかんにかかわらず、専門家の援助を得

ることを可能にするようなシステムを作り

上げること。以上のような解決策を最後に

提示して、講義は終了した。

引き続き設けられた質疑応答の時間に

は、学生も含めて多くの参加者からの活

発な質問が出された。

(しのぎ なおこ:東京大学助手 )

フォークソングからみる

Economics, Equity and the Environ-

ment: Market Based Environmental

Laws and Environmental Justice

篠儀 直子

■
ノ

スティーヴン ジョンソン フルブライト招聘講師

2003年6月23日、アメリカ太平洋地域研

究センター会議室において、フルブライト

交換教授ステイーヴン・ジョンソン教授に

よるセミナー"Economics,Equity and

the Environment:Market Based Envi―

ronmental Laws and Environmental

JuStiCe"が 、学部生や学外からの参加者

も迎えて開催された。この日の講義の主な

テーマは、この30年のあいだに合衆国で

見られた、公害問題への対処法の変化と

いうものである。内容を以下に記述する。

1970年代以来合衆国では、環境に対

する汚染限界基準を国家が定めるという

方針 (corllllland― and― cOntr01 app―

roach)が取られてきた。この基準を守ら

なかった企業には、厳しい処罰が科され

ていた。しかし1990年頃から、市場性を

基盤とする方針が採 られるようになる

(market― based programs)。 具体的な

内容として、たとえば以下のような対策が

出現した。①汚染限界が地域単位で定め

られ、その地域における汚染総量がその

限界を超えないかぎりにおいて、汚染排

出量を各企業が相互に譲渡し、配分し合

える。②汚染排出源である企業に対し、

汚染排出量に応じて課税を行なう。③政

府の規定量より多く7号染排出量を削減で

きる場合、当該企業は法や規制の対象か

ら除外されることが可能になる。

ネイティブ八ワイアンの経験

森 仁志

乙ジエフ」 カマカヒセント・ジョンズ大学教授

2004年 1月 19日、ミネソタのセント・ジョン

ズ大学より、フルプライト招聘講師として東

北大学に来日中のジェフリー・カマカヒ氏

のセミナーが行われた。セミナーの会場に

入ってまず目を引いたのが、カマカヒ氏の

手元に置かれてあるヤマハ製のギター。

氏はハワイのミュージックアワード「ナホク

賞」受賞者の兄デニス・カマカヒと、かつ

てバンドを組んでいた経験もあるアマチュ

ア・ミュージシャンだ。セミナーの出席者の

中にも、ウクレレを手にした人の姿がみえ

る。いつもとは明らかに違う、わくわくする

雰囲気の中でセミナーははじまった。

発表のテーマは、ハワイアンのフォークソ

ングを重要なテクストとみなし、そこからネ

イティブハワイアンがもつ問題意識やその

変化を読み取るというものだった。ジェー

~ |'



ムズ・クックのハワイ到着以降から現在に

かけて、時代ごとに10曲 が選ばれた。発

表の趣旨と一通りの曲名の紹介が終わる

と、カマカヒ氏は会場の電気をすべて消

すようにリクエストする。薄暗くなった会場

のスクリーンには、フオークソングの歌詞が

映し出された。

まずは、Hi`1laweと いう曲が紹介され

た。このテクストから氏が読み取るのは、

ネイテイブハワイアンの伝統的な表現方法

である。具体的には、現在ほとんど話者

のいないハワイ語が当然のように使用され

ていること、基本的にシンプルなチャントに

よつて曲が構成されていること、さらには、

彼らが住む場所や自然への繊細な意識を

指摘する。そして、ギターを手にしたカマカ

ヒ氏は、やさしくHi`ilaweを 歌いあげた。

次のLcahiと いう曲は、ハワイ王室の権

力が次第に弱まっていった時代につくられ

たものである。この時代から次第に、西洋

文化の影響がハワイアンのフォークソング

にもあらわれはじめる。ワイキキにある有

名なダイヤモンドヘッドは、もともとネイテイ

ブハワイアンの間ではレアヒ(Leahi)と 呼

ばれていたという。しかし、その後西洋人

によつて名づけられたダイヤモンドヘッドと

いう名が一般的となり、ネイテイブハワイア

ンたちもその呼び名をうけいれることとな

る。ところが、彼らはただ単にうけいれる

のではなく、自分たちが発音しやすいよう

にカイマナヒラ(Kaimana Hila)と 呼んだ。

そしてこのLcahiという曲では両方の呼び

名が使われている。

以下、時代がくだるにつれ、ハワイアン

のフォークソングには西洋文化からの影響

が色濃くみられるようになっていった。しか

し、ネイテイブハワイアンたちは、単純に西

洋文化に圧倒されて自らの文化を失って

いったのではない。Lcahiという曲のエピ

ソードにもみられるように、彼らは西洋文化

を自分たちに役立つように変化させて取り

入れるなどして、したたかに抵抗してきた

のだった。ここですべてを詳しく紹介する

カマカヒ氏の演奏に合わせて飛び入りで

ウクレレを弾く神保滋氏と

フラを踊る古賀まみ奈氏
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ことはできないが、続けて演奏された

Kaulana  Na  Pua、  Wa10nlina、

Pelckane、 Royal Hawalian Hotcl、

Kane`ohe、 Malle S▽√ing、 Wahine
`inkea、 Ku`u Home O Kahalu`uと い

った曲のテクストからも、カマカヒ氏は、ハ

ワイの合衆国への不当な併合、軍事・観

光産業の発展、ハワイアンルネサンス、主

権回復運動などといつたネイテイブハワイア

ンたちの歴史的な経験とそれに対する先

鋭な問題意識を読み取る。

カマカヒ氏は、今後もネイテイブハワイア

ンを研究する上では、人種、ナシヨナリテ

イ、エスニシテイ、アイデンテイテイといった

キーワードがますます重要なものとなってく

るだろうと指摘する。また同時に、ネイテイ

ブハワイアンとマオリの連帯などこれまで

存在しなかつた汎太平洋の規模での連帯

や交流の広がりにも注目する。

セミナーの最後には、出席者の飛び入

りで、カマカヒ氏と即興の音楽セッシヨン

が行われた。カマカヒ氏のギターにあわせ、

出席者はウクレレやフラを披露してくれた。

氏が指摘するように、汎太平洋の規模での

文化の交流が着実に進んでいることを、セ

ミナー会場にいながらにしてまさに現在進

行形で実感することができた。

(もり さとし:東京大学大学院)

17世紀キリスト教世界の「周縁」
|についての宗教社会学的考察  |
チ■―リレス・コー■ンセミナー参加記|

荒木 純子‐

2004年 1月 30日、ウイスコンシン州立大

学マデイソン校の歴史学部教授及び宗教

学研究センター長である、チヤールズ・コ

ーエン教授のセミナーが開催された。名

著σοグなの
“
∬ (1986)で はピユーリタン

の宗教体験、とくに回心の心理に焦点が

あてられていたが、今回の話題は一転し

て‖Early Modern America and Japan

as Peripheries of Christendonl"と いう

ものであり、いったい何が飛び出すのか

という期待を胸に、当日を迎えた。

今回のコーエン教授の冒険的な試みを

ひとことでまとめれば、キリスト教史とい

う大きな文脈から17世紀の世界をみて、

日本とニユーフランスにおけるイエズス

会の活動と、ニユーイングランドにおける

ピューリタンの活動を、「原住民」への布

教活動 ("indigenous churchesu)と して

比較分析することにある。キリスト教化に

当時最も成功した日本をも初めて比較対

照することにより、北アメリカではヨーロ

ッパ人たちが次々に移住し持ち込んだ教

会 ("colonial churcheデ )の繁栄が現在

のキリスト教大国を創り上げたこと、逆

に日本では徳川幕府が当初の成功を徹底

的にくじいたためキリスト教国とはならな

かったことが示された。またミッシヨナリ

ーがその地に足を踏み入れる目的が異な

っていたことにもその差を生む原因があ

ったという。ニューフランスとニューイン

グランドの場合には移住及び領地獲得が

最終的な目的で、軍事力も行使されたが、

日本の場合には貿易の相手という側面が

最も強かった上、徳川幕府という堅固な

政治体制に阻まれ、布教活動が功を奏さ

なかったのである。

演題中の“Peripherics‖ ということばが

示唆するように、コーエン教授が伝えよう

としているのは、日本人とネイテイヴ・アメ

リカンという「原住民」への布教は「フロン

ティア」への移動ではなく、イマニュエ

ル・ウォーラーステインの世界システム論

でいう「周縁」への移動だつたということ

であろう。17世紀の文明のありようを考

えてみても、いささかヨーロッパ中′しヽ的に

過ぎるアプローチとも思えるが、キリスト

教史という軸に重′いがあるため必然とい

えるだろう。たしかにカトリシズムとプロ

テスタンテイズムという歴史、秘蹟、布教

方法などの違いがある中、17世紀の日本

とニューフランス、それにニユーイングラ

ンドという三者を同時に論じられるのか

という疑間はあり得る。しかしそれでもこ

のような切り取り方は、宗教社会学として

一定の有効性をもつと思う。在来宗教が

優勢を保つ中に別の宗教が組織としてい

かに入り込むかが、時代を越えて塗り替

えられていくある特定地域の、そしてなに

より世界の、勢力地図の分析と切り離せ

ない要素であることは、今や自明となりつ

つあるからである。

さて、6οグ,Oπ ∬を読んでも推測で
きることだが、好きな英語がシェイクスピ

アと欽定訳聖書というコーエン教授のこ

とばは絶え間なく流れゆくり‖のようで、リ

０
７
．
Ｌ

8



資料余滴

ズムの波にシニシズムやパンが浮き沈み

する、詩的言語パフォーマンスとなってい

た。これが17世紀のピューリタンになら

"plain stylc"と して高級エンターテインメ

ントになるのかしらという想像をふくらま

せながら、学外からの若い参加者たちと

ともに、ときに笑い、ときにびつくりしなが

ら、たいへん愉快なひとときを過ごしたの

だった。

コーエン教授は神の抱擁を受けた17

世紀の人々を、世界を舞台としてキリスト

アメリカ太平洋地域研究
センターと映像資料

宮地 裕美子

機会あり、アメリカ太平洋地域研究セン

ター(愛称は「アメセン」)が所蔵する映画ラ

イブラリーを整理する手伝いをした。その

作業をするうち、ライブラリーにはどのよう

な傾向があるか知りたくなった。

センターは、その存在意義からも当然な

がらアメリカに関する映像メデイアを多く所

蔵している。次に多いのがオーストラリア

に関わるもので、これは数年来センターと

親しく関わってきた客員教授らの実績に負

うところが大きいようだ。

それではアメリカ、オーストラリアを問わ

ず、どのようなジャンルのものが所蔵されて

いるか ?こ こでは特にアメリカを扱った映

画などを瞥見してみたい。

さて、アメリカ映画といってすぐに思い出

すのは、ハリウッドの娯楽作品だろう。し

かし、アメリカ太平洋地域の研究者に開放

されたセンターという性質上、ジム。キャリ

ーのような俳優が出てくる映画はいまのと

ころない。

わたしたちは、ハリウッド資本が製作す

る作品、すなわちアメリカを代表するような

映画を、劇場で見逃したとしてもあまり時

間を経ずにビデオなどで観ることができ

る。たとえば日系移民研究をしている研究

CPAS Newsietter O Vo:.4 No.2

教の長い歴史の中に位置づけることに大

きなミッションを感じていらっしゃる。そ

の教授の"bravc ncw world"へ の知的冒

険は、この先どこに向かうのであろう。も

ともとは組織としての宗教よりも個人の良

心が選び取る信仰に重きをおく立場のコ

ーエン教授のことでもあり、今後の行 く手

から目が離せない。

(あらき じゅんこ:CPAS研究員 )

者が、社会をあらゆる角度で切り取る監

督アラン・パーカーが描いた作品からヒン

トを得ることがあるかも知れない。彼が第

二次世界大戦下の日系人収容所を舞台に

描いたσοJ97θ  ttθ ′わθ Pα″αググsθ (邦題

『愛と哀しみの旅路』)は 、1990年 に発表

された。これは、日系の収容所を描く数少

ない資料のひとつとしても価値があり、研

究者はビデオ屋で借りて何かのヒントを得

るだろう。センターはこの作品こそ所有して

いないが、2001年 10月に行われた公開シ

ンポジウム「アメリカの中のアジア文化」に

パネラーとして来日した日系俳優マコ・イワ

マツ演出のレη′乃θ Sοπ′Sわα〃のαηεθ

一そして心は踊る』を所有する。このビデ

オはレンタルビデオ屋に行つて手にするこ

とのできない、センター所蔵の貴重なメデ

イア資料のなかでもとりわけ大切なものだ。

日系に限らず移民関係の映像資料で、

普通お目にかかれないドキュメンタリー・フ

ィルムがセンターには愛蔵されている。

ψあοJ(ノ/JFグ И2c‐θη′Cわグη′5や Sα f(F“′

F240772 KO“θα
“
Iレそ)“θη

`′

たり θε′グυθs、

Oπ′0/1で滋ηグなどがそれだ。これらの

フィルムが描くのは母国の歴史であり、あ

るいは彼らが移り住んだアメリカの発展そ

のものの歴史である。発展するアメリカで

生き、「アメリカ合衆国」を築いたひとたち、

そんなEmigrants、 Immigrantsの等身大

の姿が語られる。

アメリカ太平洋地域研究センターの映像

ライブラリーには、上述したEmigrants、

Immigrantsとは異なる形で歴史の皮肉で

アメリカに連れて来られたアフリカン・アメリカ

ンのメデイア資料がある。197年に製作され

たRα勁 代ゞ表的なもので、猛 巻から成る。

所蔵ビデオのリストをしばらく見ている

と、いくつかキーワードが浮かんでくる。ア

メリカを表すキーワード。まずは「大統領J。

ルーズベルトやアイゼンハワー、ニクソンな

どの歴代大統領を取り上げたものや歴史

的に重要な人物の伝記を描いた映画が数

本ある。大統領選挙そのものを取り上げ

た映画も1本ある。

そしてアメリカ太平洋地域研究センター

のメディア・コーナーでひときわアメリカを物

語るものとして存在感をもって棚に並ぶのが

「ベトナム」と「り1lJを扱った資料だろう。

「ベトナム」に関するメデイア資料の中に

は、なかば強制的にアメリカに移らざるを

得なかった人たちの歴史が描かれている

ことに気付かされる。そのひとつ、力θ′―

ηαr27」 Иルたυなグοκ ris‐rOνは8本から成

り、ベトナム戦争を描いたものであるが、

「難民」といわれる人たちを描いた個所が

ある。Zοノκグ御Иθ′ηαIP7(邦題『ベトナム

から遠く離れて』、1967年 )のように、かの

チャールズ コーエンウィンスコンシン大学教授

視聴用DVDブース

9

認贄行撃籐
』



地の宗主国であったフランスの名だたる

監督たちが、戦時下でもどっこい生きてい

くベトナム民衆の芯の強さを淡々と描き、

それが却って胸に迫る作品もある。クロー

ド・ルルーシュ、ジャン・リュック・ゴダール

らが監督した116分の希少性の高い、価

値ある長編作品だ。一方、2002年 に作ら

れた″た 92″′ИZθ″εαηもあり、ベトナ

ム戦争以前のサイゴンが舞台になってい

る。

サタデー・ナイト・ライブの25周 年を記念

した映像集 (1999年製作)は、MBZととも

に、こうした番組がテレビ誕生から四半世

紀を経てテレビ界に旋風を巻き起こし、次

第に国民的番組になっていくさまをつぶさ

に映し出す。アメリカの音楽史や笑いのル

ーッを知るには格好の資料だろう。時間が

許せば観たいものに、メジャー・リーグ選手

伝があり、昨今進出目覚しい日本人メジャ

ー・リーガーの活躍ぶりを観ることもできる。

同時多発テロから1年 を経て当センター

が主催した国際シンポジウムの模様をまと

め上げた3巻 のDVDは 、時間数にして
291分から成り、熱い議論に沸く会場を捉

えた貴重な映像だ。

これからもアメリカ太平洋地域研究センタ

ーは、アメリカのみならずオーストラリアに関

するメディア資料を入念に収集していくだろ

う。アメセンを訪れる多くの方々が、駒場の

「映る宝の山Jから、少しでもヒントを見つけ

て、それぞれの研究成果や楽しみに結び

つけていかれることを願ってやまない。

(みやじ ゆみこ:CPAS科研スタッフ)

|セ ンター所蔵目録の |

1電子化について

宮内 智代|

アメリカ太平洋地域研究センターは、図

書室の所蔵目録を紙のカードからオンライ

ン蔵書カタログ「東京大学OPAC」 1へ移行

する作業を過去数年にわたり段階的に行

ってきた。開架図書のOPACへ の遡及入

力と、書庫に保管されていた資料の整理

およびその目録登録が主たる作業内容で

ある。センター所蔵の目録情報をすべて

10
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電子化するにはまだ時間がかかるが、平

成14年度をもって最初の目的であった一

般図書・雑誌に関する情報の整理と入力

がすべて完了したので、所蔵資料の電子

化の現状を報告したい。

基本的に図書については、後述の「高

木八尺文庫」などの特別コレクションをの

ぞき、すべてOPACへの登録が完了して
いる。これで前のように、近年購入した図

書についてはOPACを検索し、それ以前
の古い図書についてはカードロ録を確認

するといった混乱した状況は解消された。

現在では、開架資料だけでなく書庫に閉

架された資料についても、OPACで の検
索が可能である。また、貸出状況や修理

製本中など、図書の在籍に関する情報も

オンライン上で確認することができる。2同

様 に雑誌 についてもすべての情報 を

OPACから確認できる。以前は、受入状
況がすぐにOPACへ反映しなかったため、
OPACで受入タイトルを確認し、別リストで

受入巻号を確認する必要があったが、現

在はすべてシステム上での受入処理をし

ているため、最新号の受入状況や欠号お

よび製本状況なども、OPACでわかるよう
になっている。

マイクロ資料は、現在OPACへの登録
作業を進めている段階である。『CPAS
Newsletter』 前号の「資料余滴」でマイク

ロ資料コレクション"Pamphlcts in Amcr―

ican Histo7‖ 内の1,500タイトルのOPAC
への登録を報告したが、マイクロコレクショ

ンの各一点ずつの書誌登録は多くの時間

と人手のかかる作業であり、一朝一夕に

できるものではない。そのため残念ながら、

すべてのマイクロ資料の登録は、まだ当分

先のことである。現在はマイクロ資料のコ

レクションのタイトルリスト3をcPASホーム
ページ“上に掲載して

いる。また、視聴覚

資料 (ビデオ・カセットテープ・CD―ROMな
ど)も、マイクロ資料と同様にOPACへの
登録が完了していないため、ホームページ

にそれらのリストを公開している。

この他、センターはいくつかの特別コレ

クションを所蔵している。これらの資料は

未整理 または整理 中の段 階 にあり、

OPACか らはほとんど検索することができ
ない。しかし、その中の高木八尺文庫に

ついては、特に利用問い合わせが多いの

で、その整理状況と閲覧の可否について、

ここで説明をカロえておきたい。

高木八尺文庫は、日本におけるアメリカ

研究の先駆者であり、東京帝国大学法学

部ヘボン講座(現アメリカ政治外交史講座 )

の初代担当者でもあった、高木八尺先生

(1889-1984)が長年にわたり収集された

文献資料から構成される。高木先生はこ

の資料をひろくアメリカ研究者に公開する

ことを希望され、当センターに寄贈された。

約3,500冊 の図書・雑誌および、キャビネ

ット約10台の資料からなるこのコレクション

は、アメリカの政治・憲法関係および隣接

諸分野に関する文献を主とする。この中に

は今日では入手困難な貴重資料も数多く

含まれている。また、高木先生が保管して

いた太平洋問題調査会 (IPR:Institute of

Pacinc RclatiOns,1925-1961)関 連の資

料もそこに収められている。図書に関して

は一般図書として公開する予定であるが、

キャビネット内の資料については別室に保

管し、整理・目録作成済みの部分のみ「高

本文庫利用申込願Jに記入の上、館内で

閲覧を許可している。この閲覧可能な資

料は、主にIPRに 関する資料であり、その

目録 は`、製本された形でセンター閲覧室

のレファレンス書架に配架されている。な

おアメリカ研究資料センター時代に作成さ

れたこの目録は、早稲田大学教授の山岡

道男先生が研究代表を務められた「アジ

ア太平洋地域ネットワークの構築とINGO
―その過去と現在、将来への展望―」科

研で、平成14年度に新たに電子化された。

電子化されたファイルは山岡先生のご好意

により、近日中にCPASホームページで公

開される予定である。多くの研究者の方

に利用して頂きたいと願っている。

(みやうち ともよ:CPAS助手 )

1東
京大学OAPC
http://opac dlitc u― tokyo aciP/

2基本的に図書・雑誌については、OPACか ら所蔵場
所や書架の在籍状況がわかるようになっている。
OPACで特に貸出中やコメントのついてない資料に
ついては、所定の書架に在籍しているはずである。

しかし、残念ながら紛失や配架ミスなどの事情から、
OPAC上 で存在するはずの図書が見つからない場
合もある。もし、遠方から特定の資料を目的にセンタ

ーを利用される場合は、所属の大学図書館経由で

「所蔵問い合わせ」や「取り置き予約」などのサービ

スを不U用 してほしい。

・ マイクロ資料のうち、新聞・雑誌をマイクロ化した資

料についてはすべてOPACへ の登録が終わってい
るため、このリストからははずれている。

'CPASホ ームページ
http://"、 ャw cPas C u tokyo acip/

S『
東京大学アメリカ研究資料センター所蔵 高木八尺

文庫太平洋問題調査会関係資料目録J、 中見真理編

(センター請求記号 :R016:T64)。
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2003年度研究活動報告

I.研究会
テーマ

Buildlng Br dgesi」 apanese American National
Museum and the Arab Amencan cOmmunty

ミシンの政治経済と文化一近代日本消費社会史研究序説―

C.rJ.iv.Jlrr.ii.. ur.J nv v.rrr pr.ri. ,. oi..rlt
f:tili:T 9f 99r!:tl::!:: il le:lf?li? el9 l1?el
'Please Don't Package 0ur Aloha': Local Besponses to
State Sponsored Tourism in Hawai'i

;;t*".; i;;.."0 l"0." io;;; ;i ;;;;
Nation, and ldentity

On Being an Amencan vvnter

i;;;;;i;; ;;;itu 
'.Jin. 

i.'i'onment: rvarket Based
Environmental Laws and Environmental Justice

Feminism. Pacifism. and Radicalism

I l99-g: lrefiee
Slavery, Freedom, and Emancipation
in 19th Century America

i;; ;;r; ; i;. s.li"r s|i...". i. o..,n,
PYllg ::9 P9lli3:iY: 99f
The Native Hawaiian Experience through Folksongs

Andrew Gordon
(HaⅣard Unive「 sty/Universty of TokyO)

Chila Bulbeck             エリス俊子  200357
(CPAS.Un ve「 s ty of Tokyo/Ade a de Un versty)

講師 (所属機関)

lrene Hirano

(」 apanese Amettcan Natlona Museum)

John Rosa
(Arizona State University)

F;;"s;i;;;;;
(Stanford University)

Bharati Mukherjee
jytifl l yli':i:tlt91!:flgtii:r ?'il9r9tl

Stephen Johnson
(University of Tokyo / |tilercer University)

Jeffrey Kamakahi
(Saift John s Un \/ers ty / Tohoku University)

chanes cOhen             遠藤泰生
(∪ niVersty of Wisconsin,Madison)

Steve Odin                 ホーンズシーラ
(Un市 e「sty of TOkyo/Un市 erdty of Hawa“ )

司会 共催者

能登路雅子  200349   アメリカ学会
21世紀COE「共生のため
の国際哲学交流センター」
(∪TCP)

油丼大三郎  2003422  アメリカ学会

矢口祐人   2003523  アメリカ学会
基盤研究(B)「都市
の表象に関する新
歴史主義的研究」

能登路雅子  200369   アメリカ学会
UTCP

遠藤泰生   2003620  アメリカ学会

林文代    2003623  アメリカ学会
∪TCP

基盤研究(A)(2)「アジ
アにおけるアメリカ文
化外交の展開と変容」

30  アメリカ学会

期 日

Theresa Kaminski        瀧田佳子   2003625  ∪TCP
(UnlVersty of Wiscons n,Stevens Po nt)

Enc Foner            遠藤泰生   2003728  アメリカ学会
(COlumbia∪ nlversity)                  2003729   ∪TCP

S AIlan Kellehear           ,由 井大三郎  20031126  ∪TCP
(CPAS.UnverSty of Tokyo/La Trllbe Un市 ersty)

矢□祐人   2004119  アメリカ学会

''''''': "'
Early Modern America and Japan
of Christendom

American Philosophy in F. M. Pirsig's
Art of Motorcycle Maintenance

';;;;il;';;;
Novel Zen and the 200426   アメリカ学会

∪TCP

Ⅱ.シンポジウム
『亜綱亜と米国一開国の衝撃とその波動』
日 時 :2003年 11月 8日  14時～17時

場 所 :東京大学大学院数理科学研究科大講義室

共 催 :東アジア四大学フォーラム
文部科学省研究費補助金基盤研究(A)(1)
「アジア系アメリカ人の越境と文化混合に

関する比較研究」

プログラム :

司 会…油井 大三郎 (東京大学教授・アメリカ
太平洋地域研究センター長)

挨 拶…兵頭 俊夫 (東京大学大学院総合文化研
究科広域科学専攻教授)

報 告…茅 海建 (北京大学歴史学部教授)
「中米関係の起源およびその影響」

チェ・ジョンウン (ソ ウル大学外交学部

教授)
「アメリカとの交流が韓国の歴史に残した痕跡」

ウー・ミン・ザン (ベ トナム国家大学ハノ

イ校副学長)
「越米関係の起源とその歴史的教訓」

三谷 博 (東京大学大学院総合文化研究
科地域文化研究専攻教授)
「アメリカと東アジアの外交秩序の変容」

コメント…遠藤 泰生 (東京大学アメリカ太平洋
地域研究センター教授 )

Ⅲ 研究プロジエク ト

0文部科学省研究費補助金・基盤研究(A)(1)
「アジア系アメリカ人の越境と文化混合に関する

比較研究」(代表:油井大三郎)

0文部科学省研究費補助金。基盤研究(A)(2)
「アジアにおけるアメリカ文化外交の展開と変容」
(代表:能登路雅子)

0日 米文化教育交流会議 (カ ルコン)デ ジタル教材

開発WGへの協力(代表:能登路雅子)

021世紀COEプ ログラム「共生のための国際哲学
交流センター」への協力

Ⅳ.出版活動
O Laura Hein and Daizaburo Yul, eds Crο ssed
Memο rres,Perspecllyes ο′9/ブ′ andス merlca″

Pa″er CPAS,Universly of Tokyo,2003

0油井大三郎・遠藤泰生編『浸透するアメリカ、拒
まれるアメリカーー世界の中のアメリカニゼーシ

ョン』 (ア メリカ太平洋研究叢書)東京大学出版
会 〈2003年 7月 )

0『CPAS Newsletter』 Vo1 4,Nol(2003年 10月 )、
No 2(2004年 3月 )

●『アメリカ太平洋研究』第4号 (2004年 3月 )

V.センター所属教員の本年度
の研究活動

◆油井 大三郎
共編著
0油 井大三郎・遠藤泰生編『浸透 するアメリ
カ、拒まれるアメリカー 世界の中のア

メリカニゼ

ーション』東京大学出版会 (2003年 )

0五十嵐武士。,由井大三郎編『アメリカ研究入門 (第
3版 )』 東京大学出版会 (2003年 )

●Laura Hein and Daizaburo Yul,eds, Crο ssed
Memο″es,Perspec″′es O″ 9/7r a″dハmerlcaη
Powθi CPAS,University of Tokyo,2003

分担執筆
●「非同盟主義との道遇―-1947-1960年 の米印関

係」秋田茂・水島司編『現代南アジア6-世 界シ
ステムとネットワーク』東京大学出版会 (2003年 )

0「米国のナショナル・アイデンティティと戦争の記

憶」中谷猛・l‖上勉・高橋秀寿編「ナショナル・ア

イデンティティ論の現在』晃陽書房 (2003年 )

●「覇権国アメリカの戦争観と日米関係」同時代史学

会編『戦争と平和の同時代史』日本経済評論社

(2003年 )

論文
●「日米関係と戦争の記憶」『聖学院大学総合研究

所紀要』第26号別冊 (2003年 3月 )

0「アメリカの世紀と帝国のあいだ」『アメリカ史研
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究J第26号 (2003年 7月 )

書評
OK・ ブース、T・ ダン編、寺島隆吉監訳『衝突を超え
て」日本経済評論社、F週刊読書人J(2003年 6月
13日 号)

●古矢旬『アメリカニズム』東京大学出版会、『リヴァ
イアサン」 (2003年 10月 号)

その他
●時評「エスカレートする対テ回戦争とアメリカ知識人」
F東京大学教養学部報J第467号 (2003年7月 2日 )

●「山本吉宣先生を送る」『CPAS News℃ tter1 4巻 2
号 (2004年 3月 )、 5頁

●座談会「F新たな秩序」を地域の側からとらえなおす」
李鍾元、油井大三郎、酒井啓子、高原明生、内藤正

典、自杵陽『地域研究論集J国立民族学博物館・地
域研究企画交流センター、5巻 1号 (2003年 2月 )

◆石井 明
共編著
●石井明・朱建栄・添谷芳秀・林暁光編 F記録と考証
一一日中国交正常化・日中平和友好条約締結交渉J
岩波書店 (2003年 )

●木村汎・石井明編「中央アジアの行方― 米口中
の綱引き』勉誠出版 (2003年 )

分担執筆
●「中国におけるナショナリズムと国際主義――朝
鮮戦争参戦の評価の変遷を中心に」大津留(北り|)

智恵子・大芝亮編著 Fアメリカのナショナリズムと
市民像― グロー

バル時代の視点からJミ ネルウァ
書房 (2003年 )

●「協調と競合の中国関係」木村汎・朱建栄編 Fイ ラ
ク戦争の衝撃一 変わる米

・欧・中・口関係と日
本』勉誠出版 (2003年 )

その他
0「 30年 ぶりに封印を解かれた発言を聞いて」F中
央公論J(2003年 4月号)

0「ウルムチ紀行 2004年 1月」「CPAS NewsleterJ 4

巻2号 (2004年 3月 )、 6頁

。「山本吉宣先生を送る」「東京大学教養学部報J第
471号 (2004年 1月 )

発表
。「大学の国際化戦略とアジアの留学生」21世紀留
学生戦略研究会主催「21世紀の留学生戦略シンポ
ジウム」 (2003年 12月 6日 )、 国際研究交流学生村
「東京国際交流館」

◆遠藤 泰生
共編著
0油井大三郎・遠藤泰生編 F浸透するアメリカ、拒まれ
るアメリカーー世界史の中のアメリカニゼーション』
東京大学出版会(2003年 7月 )。 (第 1部解説「「内的
アメリカニゼーション」と多元社会の模索」1834頁 、
第2部解説「「境界的アメリカニゼーション」と対抗
アイデンティティの形成」13037頁 を分担執筆。)

分担執筆
0「日米関係 :文化」五十嵐武士・油井大三郎編『ア
メリカ研究入門。第3版』東京大学出版会 (2003年
10月 )、 226-33頁。

論文
0'Memory Divided By More Than An Ocean:The

Padlc Warin」 apan and the US,"『 アメリカ太平洋
研究』第3号 (2003年 3月 )、 6576頁

その他
0「アメリカ太平洋研究の行方一 国際シンポジウ
ム・プロシーディングス刊行の意義」『アジア太平洋
地域の構造変動における米国の位置と役割に関す
る総合的研究・ニューズレター』5巻 1号 (2003年
4月 )、 4244頁 。

。「特集「米国と亜細亜一 開国の衝撃とその波動」」
『アメリカ太平洋研究』第4号 (2004年 3月 )、 5‐ 8頁。

発表
0「アメリカを教えること、アメリカを研究すること」
『日本のアメリカ研究の課題』、日本アメリカ学会第
37回年次大会(2003年 6月 1日 )、神戸大学。

●"National Space and the Pacific Ocean:」 apan―
ese and American Narratives of the 1853‐ 54
Perry Expedition,"with She‖ a Hones,Royal Geo―

graphical Society,London,September 6,2003

0"lrnperial Eyes, Sti‖ ?:」 apan and the Concept of

the Pacific or the Pacific RegiOn,"Symposium,
"Asia Meets Amenca:Rethink ng the Ong ns Of

Asia― U S Relalons,"BESETOHA,Komaba,Uni‐
versity of Tokyo,November 7,2003

◆矢口 祐人
分担執筆
0「ハワイのカウボーイ:パニオロとアメリカニゼー

ション」油井大三郎・遠藤泰生編「浸透するアメリ
カ、拒まれるアメリカー 世界史の中のアメリカ

ニ

セーション』東京大学出版会 (2003年 )

論文
●・Amencan oblects,」 apanese Memory:AmeHcan
Landscape and Localldentity,in SappOro,」 apan,''

И″ηre″ヵυ″P04/●〃0372/3(2002),pp 93‐ 121

翻訳
●アリス・ベーコン「明治日本の女たちJ(共訳)みす
ず書房 (2003年 )

その他      ゎけ
。「ぼくがフラを習う理由」FCPAS Newsleter」 4巻
1号 (2003年 10月 )、 13頁。

発表
●"Place of Metamorphosis?:Transnatlonalizing

Memory at Pearl Harbor,"Asian Studies Associa‐

tion,New York,2003

0・Transnationalizing War Memories:」 apanese
Vislors at the Arizona Memorial,・ American Stud―

ies Association,Hal■ ord,2003

0・Transnalonal MemOnes at Pea‖ Harbor,"日 本ア
メリカ学会第37回年次大会 (2003年 6月 1日 )、 神
戸大学。

◆宮内 智代
その他
●「センター所蔵目録の電子化について」『CPAS
NewdeterJ4巻 2号 (2004年 3月 )、 10頁。

◆荒木 純子
論文
0"The Anatomy of Possession: witchcraft and

RengiOus Enthusiasm in 17th Century New Eng―

hnd,"Fア メリカ太平洋研究』第3号 (2003年 3月 )、
77‐ 93頁。

その他
●Assistant Ednor, Laura Hein and Daizaburo Yui,

eds, Crossed Memο rres,Pθ rsρθOfryes Oη  9/ブ ア
andス merlcaη Pο″θ4CPAS,Unlversky of Tokyo,
2003

●「中学生も来た !――「総合的な学習の時間」at
CPAS Library」『CPAS Newsletter』 4巻 1号 (2003年
10月 )、 14‐ 15頁。

●「17世紀キリスト教世界の「周縁」についての宗教
社会学的考察― チャ

ールズ・コーエン セミナー参
加記」『CPAS NewSeter』 4巻2号 (2004年 3月 )、 89
頁。

●「さつき会の利用法― 新生東大女子卒業生同窓
会へのお誘い」『東京大学教養学部報』第466号
(2003年 6月 )

来客の紹介

◆2003年 12月 9日、マサチューセッツエ科大学の宮川

繁教授来訪。同大学でジョン・ダワー教授とともに進

めている「ベリー来航150周年展示」の概要の紹介

をうける。

アメリカ太平洋地域研究センター運営委員会 は畑年度)

大学院総合文化研究科・教養学部

(セ ンター長・運営委員長)   油井大三郎  教授
6平議員)           木畑 洋一  教授
(言語情報科学専攻)      鍛冶 哲郎  教授
(言語情報科学専攻)      林 文代   教授
(超域文化科学専攻)      山下 晋司  教授
(超域文化科学専攻)      中島 隆博  助教授
(地域文イヒ研究専攻)      中井 和夫  教授
(地域文化研究専攻)      能登路 雅子 教授
(国際社会科学専攻)      山本 吉宣  教授
(生命環境科学系)       友田 修司  教授
(相関基礎科学系)       岡本 拓司  講師
(広域システム科学系)     谷内 達   教授
(委嘱委員)          木村 秀雄  教授
(セ ンター)           石井 明   教授
(セ ンター)          遠藤 泰生  教授
(セ ンター)          矢口 祐人  助教授
大学院法学政治学研究科・法学部  五十嵐 武士 教授

樋口 範雄  教授
大学院人文社会系研究科・文学部  平石 貴樹  教授

吉野 耕作  助教授
大学院経済学研究科・経済学部   大森 裕浩  助教授

石原 俊時  助教授
大学院教育学研究科・教育学部   矢野 真和  教授
社会科学研究所           NoЫe,GregOry教授

社会情報研究所           田中 秀幸  助教授
以上25名
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